
 

 

２０２０年２月２０日発行 会報第１００７号

会） 

月６日発行 会報第９４１号 今週のプログラム 

（2020年 2月 20日 第 1007回例会） 

 

「インパール作戦」 

 

担当：西本 明文 会員 

次週のプログラム 

（2020 年 2 月 27 日 第 1008 回例会） 

 

「エキスポパークホテルの思い出」 

 

司会：黒川 彰夫 SAA 

 

 

第１００６回例会 （２０２０年２月１３日の記録） 

２０１８年８月３０日）の記録 

                  ＜会長の時間＞            木下 健治会長 

皆様、こんばんは。今日はガバナー補佐訪問日です。古城ガバナー補佐、ようこそいらっしゃいました。

山田会員のご友人の米田様、ようこそいらっしゃいました。コロナウィルスも中国を含め、各国とも広

がらないように必死ですが、日本の対応はまだまだかと思います。ある与党や自治体が、貯蓄している

マスクを中国に送るようなことを言っていますが、人道的支援はもちろん大事ですが、これだけ一般で

はマスクが品切れ状態なので、まずは日本国民が先なのではないでしょうか？またアメリカではインフ

ルエンザが猛威を振るっていて、死者が 1 万人以上出ていて、こちらの方が大変なのではないでしょう

か。日本では、逆にコロナウィルスの影響？おかげ？で予防がしっかりできて、今年はインフルエンザ

が少ないようです。このホテルでの例会も今日を含めてあと 3 回となりました。早いものです。事務局

の引っ越し準備も着々と進んでいます。今週月曜日には、電話線の敷設も完了しました。荷物も近藤さ

んにいらないものは捨て、いるものは梱包してもらっています。3/1 日曜日の引っ越しに向けて進めて

います。当日は木下吉宏会員のご厚意で、社員さん 2 名とトラックを出して頂けるとのことで、非常に

助かります。本当にありがとうございます。また最後の例会では、この例会場での皆さんの思い出を語

って頂きますので、よろしくお願い致します。今日はファイアサイドミーティングです。古城ガバナー

補佐も来られているので、ちょうどいいタイミングかと思います。今年度のガバナー方針で、クラブビ

ジョンを立てなさいというのがあるのですが、正直立てられていません。例会場の移動等もあったので

すが、また詳細はファイアサイドミーティングの時間で話をしますが、皆さんからのご意見も頂きたい

と思っていますので、後程よろしくお願い致します。 

私の長女の入試も一段落して、センター試験に失敗したので、ボーダー表を見ても全然足りないので、

国公立はあきらめました。薬学部志望で、工学部とか薬学部以外は行かないということなので、国公立

は受験できるところがありません。私立は第 2、第 3 志望はおかげさまで受かったので、進学はするこ

とになりました。第 1 志望校は明日発表なので、親の方がヤキモキします。 



  
＜お客様＞ 古城 紀雄ガバナー補佐、米田 ゆかり様(山田会員ご友人)  

＜出席報告＞        黒川 彰夫 SAA 

会員数（内出席免除会員 1 名）      19 名 

本日の出席者数            17 名  

（内免除会員 1 名） 

（名誉会員 ０名 ）     

本日の出席率                   89.47%   

2 月のホームクラブ出席率       81.58% 

 

＜ロータリーソング＞       全会員  

 我等の生業 

 

＜本日のピアノ曲＞     近藤 美里さん 

１.My Funny Valentine 
２.TAKUMI/匠 
３.The Entertainer 

 

＜幹事報告＞                               木下 健治会長            

 

１．2020 年ホノルル国際大会参加ツアーの案内が東日観光から届きましたので回覧致します。 

 

２．IM ロータリーデーへの出欠回答表に未記入の方はご記入をよろしくお願い致します。 

 

３．本日のファイアーサイドミーティング資料の中に、新例会場・新事務局の住所・電話番号・FAX

番号のお知らせが入っておりますのでご確認をよろしくお願い致します。 

 

４．2 月 6 日開催 理事会報告→別紙(メールにて送信済み) 

 

 

＜ガバナー補佐挨拶＞                       古城 紀雄ガバナー補佐 

本日が今年度最後のガバナー補佐訪問になります。精力的に活動をして頂き、感謝しています。 

小さいクラブといいながら、ラオスの支援活動は立派ですし、今年度は新たに水島会員からのつて

でこども食堂の支援が始まったとのことで、素晴らしい活動をされています。ガバナーも何も立派

なことをする必要はなく、できることをやって頂ければとよいと言われています。クラブビジョン

もまだ策定ができていないとのことですが、これから策定されるようで楽しみにしています。 

ありがとうございます。 

 

                 



 
＜ＳＡＡ報告＞                             松田 親男 副 SAA 

＊スマイルボックス 

西本詩子会員   遅れました。お許し下さい。 

柳原会員     早く、釣りに行きたいです。 

西本明文会員   コメントなし 

 

＊ロータリー財団 

黒川会員     暖かいですね!! 

藤田会員     ガバナー補佐 古城様ようこそ!! 

水本会員     ハッピーバレンタイン!  1 日早いですが 

相原会員、高尾会員  コメントなし 

   

※米山記念奨学会 

黒川会員     古城ガバナー補佐ようこそ!! 

高尾会員     古城ガバナー補佐様ようこそ! 

柳原会員     コロナウィルスはどうなる？ 

山田会員、山本雅之会員  コメントなし 

 

※ラオス基金 

黒川会員     ラオスにもコロナ(+) 

岸上会員、山下会員  コメントなし 

 

※メイプル基金 

西本明文会員   自宅のセコムの誤作動のため 

西本詩子会員   近藤さんの演奏 いつも素敵です。 

藤田会員     ファイヤーサイド木下健治会長 宜しくお願いします!! 

柳原会員     ガシラが呼んでいます。 

山本友亮会員   ガバナー補佐様、ようこそ。 

高尾会員、水島会員  コメントなし 

 

 

 

 

      



 

＜編集後記・追加情報・ チョット一言・ライブラリー・etc＞ 

 皆様、いろんなご意見をありがとうございました。 

 

文責；木下 健治 

 

＜卓話＞            ファイアサイドミーティング        木下 健治会長 

今日のファイアサイドミーティングは 2 点お話したいと思います。1 つは、引っ越しの進捗状況、 

もう 1 つは、クラブビジョンについてです。 

1. 引っ越しの状況について 

A3 の進捗スケジュールとレイアウト図で報告。2/10 に電話線の敷設が終わり、着々と準備を進めて

いる。3/1 日曜日 10 時から事務局の引っ越し作業を始める。木下吉宏会員のご厚意で、2t トラック

と社員さん 2 名にお手伝い頂く。よって 2/27 が最終例会となり、3/5 がル・ジャルダンでの最初の 

例会になるので、お間違いのないようお願いします。 

2. クラブビジョンについて 

クラブビジョンを立てるのに、現状分析してクラブの長所・短所を出したりすることはできるが、 

実際の計画を立てるという時に、5 年後を見据えた時に今まで中核メンバーとして活躍されてきた

方々が 75～80 歳になるので、中心メンバーとしてやって頂くには負荷が大きすぎるので、それを 

できる人が少なくなるので、正直 5 年後のクラブのイメージが持てない。そこのヒントを皆さんから

頂きたく、意見を頂戴しました。 

・辞める人が無いようにする、いたら一人でも止める。 

・一所懸命やっている人を応援する。 

・新しい例会場で気分一新できる。江坂なので行きやすくなる。 

・他の業界の人と付き合うことができる。 

・クラブをつぶしたくないという思いが大きい。月に 2 回でもよいのでは？ 

・フレキシブルさが必要なのではないか？ 

・ゲストで来ても積極性がない→難しい、どうやったら引き込めるか？ 

・出席率を上げていく、声掛けしたい。 

・辞めた人に戻ってきて欲しいが来ない。会長の時に近隣クラブに行き、他のクラブの人と会ったのが

財産となっている。年齢の問題は全員で取り組んだ方が良い。 

・30 人から減っていくばかり。これ以上減ったら寂しくなる→千里 RC と合併も。 

・自慢のできる仲間。夜中まで当時の村田会長と親睦のことを話し合ったのが懐かしい。 

・医者は 5 名いるのでこれが限界。息子を入れたいが後 1 年待って欲しいと言われている。積極的に

やっていく。皆で目標を作っていく。 

・楽しい例会、新しい仲間を入れたい。地道な活動がよい。 

・ゲストを何度も連れて来たが難しい。入る直前の人もいたが大阪 RC に取られた。大きなクラブが

取っていく。少人数だから面白い。合併も選択肢、解散もあるか？ビジョンが見えない。 

・このクラブが大好き。達成感が帰属意識になった。これは仕事をさせてもらったから。奉仕活動に 

よって帰属意識が生まれた。クラブを維持する。増強より維持することが大事。 


